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綿：
業
を

.中心ビして

*

岩

田

W

資
本
主
義
經
濟
は
本
來
企
業
の
自
叙
活
働
を
基
調
と
じ
た
も
一
の
ホ
あ
る
が
、
：
そ
の
：：發
城
に
伴
つ
て
自
由
鏡
争
を
徘
後
す
る
ヵ
ル
チ
ル 

を
始
め
企
業
の

M

か
體
が
發
達
す
る
事
は
周
知
の
：事

*

で
す
る
タ
雨
し
.で
此
の
獨
ぉ
體
の
形
成
は
資
本
主
義
輕
濟
を
變
質
せ
し
め
、
自 

由
資
永
主
義
は
拘
東
資
本
主
義
へ
；

行
す
る
。

"
を
0
給
模
齋
氣
循
環
過
描
に
於
ほ
る
自
動
的

®
己
調
節
作
用
は
瓶
次
失
：は
れ
.る
に
至 

る

も

の

せ

れ

を

か

ぐ

:1

#

i
九
ポ
勃
乾
せ
る
世
措
恐
慌
は
> 
ま

来

の

餅

ぎ

景

氣

循

環0器

な

一

過 

' 
#

游
動
ザ
み

i

以
て
レ
：て
ぱ
廣
早
景
氣
间
復
を
肌
待
し
：得
な
い
狀
態

.
-
^
ポCV

た
0
.此
處
に
於
：て
從
来
の
：如
き
獨
占
體
の
自
主
的
統
制
以 

外
.に
國
家
£
統
制
が
登
場
す
る
ル
；れ

論
^
0
1
淋
資
本
#
義
時
代
义
於
せ
か>
贈

家

：.
&千
涉
統
制
は
存
在
し
た
。
ー
傲
レ
^
^
ら
そ
れ
は
企
難
の 

'自
^
活
動
を
肋
長
ず
る
わ
、#

&
ぱ
修
撒
す.を
服
か
；：̂於
ー
て
：の
か
部1
:
5
^
的
に
行
：&れ
た
’の
；で
あ
る
。̂
る
に
，企
業
の̂
1由
活
動
が
國
民 

輕
濟
ね
凝
.服
をi

.
し

得

な

ぐ

な

つ

象

t
n

要
請
を
か
も
所
の
厕
家
的
統
制
は
r
恐
f

服
の
，爲
め
が
國
民
雜
濟
全
：
®
に
互
る
も
の
で

於
る
。
：
：又
膨
近
に.於
け
ー̂
國̂
家
紘
制
：§̂、
.恐
慌
の
克
服
と
云
ふ
事.以
外
に
サ
更
に
ょ
り
重
要
：な
課
題
が
與
ぺ
ら
れ
セ
居
る

0
,.云
.ふ
迄
も

■■ 

' 

■
 

. 

- 

"---- ‘ 
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無
ぐ
、
そ
れ
は
：

i

民
經
濟
.か
：戰
時
M

:
へ
の
：M

替

あ

-る
？

現
ま
.の
；世
界
政
治
情
勢
は
大
戰
前
を
#
;
#た
ら
レ
め
る
も
の
が
あ
り
、
- 

近

代

戰

ひ

特

質

が

單

な

る

晚

カ

戰

で

は

無

く

し

て

經

濟

戰

で

あ

る

暴

か

ら

し

各

國

は

鼓

っ

て

載

時

I
S

齊
的
目
標
に
向
っ
て
、
國
民 

總
濟
を
調
整
絲
制
す
る
事
に
邁
進
し
て
居
る
。
：，

£

ぐ
し
て
國
家
的
紘
制
ほ
急
速
度
，

a

以
‘て
強
化
せ
し.め
ら
：̂

0
、
あ
る
：

0
；

で
あ
る0:

:
: 

.'

我
が
國
民
經
糖̂
亦̂
世
2
經̂
ゆ
の
ニ<環
と
し
セ
當
然
狂
の
；取
含
過
描
を
進
ん
だ
？

日
歉
齋
本
主
義
の
發
展
期
に
於
て
ぱ

-
力
ん
チ
ル 

に
依
る
®
主
的
親
制
化
支
配
的
で
あ
っ
：た
6
.勿
諭
當

時
に

あ
っ

て
，
^
國
家
的
統
制
，

y

レ
て>::

明
治
：ヤ
七
かi

.月
同
業
組
合
準
肋
、
；
明 

淮n
i
f

年

四

月

重

要

輸

出

品

同

業

組

法

、
，明
治

S
ヤtr

牵

重

耍
物

産
同

業
組

合

法
等

の
制

定
，：
擧
げ
る

#
が
出
來
やM>o,

併
し
乍
ら
、 

之
等
は
中
小
エ
業
に
軸
す
る
齒
家
的
觸
制
で

.は
あ
る
：̂
,

%れ
も
自
化
資
本#
義̂
時
代
の
統
制
の
：玲

ゅ

に

あ

：

<
?
>即
ち
資
本
主
義
の
發
，
 

展
に
'伴
ウ
で
大
き
桃

H
業

©
#
i

を
み
> 
そ
か
結
暴
企
業
の
®
由
嚴
動
が
大
规
摸

H

業
の
.そ
れ
に
服
ら
れ
、
#

小
エ
業
と
の
問
に
懸
隔 

が

生

じ

る

も

，從

ウ

.て
中
小
：|
4業
ホ
大
规
樓.エ
業
.に
徵
抗
：す
る
露
め
に
企
業
給
合
を
.仏
要
と
す
^
?
,
の
：
で
あ
：̂̂
:
が
>
.そ
の
.企
^
^

な
爲
め
國
家
權
力
に
依
る
法
的
制
虔
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

5

の
で
あ
る
。

,
而
し
て
世
界
大
戦
中
に
於
け
る
我
が
國
民
經
濟
の
飛
躍
的
發
展
の
後
に
：襲
つ
た
反
動
は
、
國
家
的
統
制
を
要
求
し
、
大
正
ト
四
年
ニ
一
月 

の
重
.耍
輸
出
品H

業
組
合
法
"
輸
出
組
合
法
の
公
.布
と
な
っ
た
0
,更
に
昭
和
六
年
の
金
解
禁
に
塞
く
デ
フ
：レ
！

ン
ン
は
世
界
恐
慌
の 

重
！
！

と
相
俟
っ
て
、
，國
家
統
制
を
ょ
り
一
層
强
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
昭
和
六
年
四
月

.の
工
業
組
合
法
並
び
に
輸
出
組
合
法
の
改m
、 

重
耍
産
業
統
制
法
の
制
定
、
，昭
和
七
年
九
月
の.商
業
組
合
法
.の
制
定
が
そ
の
具
體
的.表
.現
で
あ
る
。H

業
姐
合
法
第
八
條
並
び
に
輸
出 

組
合
法
第
九
條
に
於
て
、‘を
れ

ぐ

ァ

ゥ
.ト
サ
ィ
ダ
I
に
對
す
る
、國
家
の
強
制
が
規
定
さ
れ
、
重
要
産
業
統
制
法
第

一

條
第
二
條
に
も 

同
樣
國
家
に
依
：る
强
制
の
可
能
な
場
会
を
規
定
し
て
居
る
0;:即
ち
旣
に
國
象
權
力
に
依
つ
て
法
制
化
し
た
中
小
工
業
の
金
業
結
合
に
對 

し
て
は
國
家
的
統
制
を
更
に
强
化
し
、
カ
ル
チ
ル
等
に
依
る
大
S

H
業Q

皇
的
騎
制
に
對
し
て
も
、
國
家
は
積
極
的
に
之
を
ゆ
長

一
に
至
.

0

を
の
で
あ
る0
.
: 

^

滿
洲
事
變
を
契
機
と.レ
.て
我
國
に
於
て
.漸
次
準
戰
時
體
制
ね
確
立
が

S

望
せ
ら
れ
r
♦
囘
の
支
弧
事
變ii

依0
て
.！
踏
戰
時
體
跡 

化
ぺ
わ
國
民
經
濟
編
成
替
が.行
は
れ
り〜

あ
ろ
。
：
そ

ゆ

給

艰

ほ

黎©
如
嗓
個
盟
ク
消
極
的
國
家
統
制
で
は
不
充
分
：で
あ
り
、，
積
極 

的
i

制
を4:.

元
化
す
る
事
が
要
請
せ
ら
れ
る0
.即
ち
董
要
産
業
統
制
法
、：

H

業
組
合
法
輸
出
組
合
法
等
の
間
に
於
て
生
す
る
に
至 

ウ
だ
矛
盾
を
止
揚
し
で•
統a:

的
な
.國
家
的
統
制
の
雄
立
を
圓
ら
な
け
れ
ば
お
ら
，な
：

.i

.
o 

:

併
し
乍
ら
そ
.

0

間
に
於
'て
、
：
：

一:

時
的
に
も
せ 

ょ

相

互

の

，
摩

擦

對

立

が

殺

生

す

る

事

は

必

然

，で

あ

る

O
I我
.タ
は
そ
の
：好
個
の
例
を
綿
工
業
部
門
に
見
る
事
が
出
來
る
。
即
ち
綿

H

業
部 

U
S

紘
制
は
妨
績
聯
合
# (

董
耍
産
業
統
制法

：：r

:日
本
綿
織
物H

業

組

合

，聯

合

會

C
H

業
組
合
法)

、
.'日
本
綿
糸
布
輸
§

合
聯
合
會 

(

霞

W
合)

.

s
m

者
鼎
立
：

S

狀
態
で
あ
る
。.之
等
の
間
に
生
産
統
制> 
賈
易
統
制
を
廻
っ
て
相
互
に
角
揉
が
行
は
れ
た
。
以
下
我
國
綿 

,
H

業

が

如

何

な

：を

過

程

を

輕

：て

統

制

0
强
化，

一

元
化
が
行
は
れ
る
に
至.っ
た

か

を

檢

討

じ

や

ぅ

と

思

ふ

。
、
：

.
.
V
;
:
.
:

ぐl
i
T

 
广

ノ

マ

-

、
.
‘ニ

 

：
：：
> 
レ
：
：
：

-

ジ

ノ

，
.，：

，
'-

，.綿H

業
に
於
け
る
妨
績
業
部
門
は
早
く
か
ら
近
代
的
産
業
と
し
て
成
立
し
た
。
明
治
士

 r

ハ

4̂
-

政
府
は
綿
業
保
護
助
成
策
を
實
施
し
、 

妨

の

端

初

お

拓IS

お
の
で
あ
る
。
全
國
綿
産
地
：！
.

1

十
五
が
所jy ；

妨
織
所
を
設
置
す
る
；

a
t

を
建
て
：

V

明
治
十
：
解
四
月I !

千 

'鍾
の
妨
統
機
械E1

組

を

ぉ

，
チ
タ
ズ
；
ク

I
f
e
r
翌+!:,1

律
に
は
更
に
十
鎮
を
註
文
し
、
明
治
ホ
三> 四
お
間
に
之
を
民
間
に
無
利
息
十
ヶ 

年
赋
⑥
厕
下
げ
を
9
:其
の
後
明
治
十
九
m
頃
ょ
り
民
間
に
緋
績
會
社
の
建
誤
が
盛
ん
に
行
は
れ
V
,
:
日
淸
.戰
爭
前
に
は
旣
.に
我
國
主
.要H

 

業
と
し
て
か
な
.り
の
發
達
を
遂
げ
て
：
.居
を
：の
.で
あ
、を0 ；.

而
し
ボ
代
的
勒
纖
蓉
.の
發
展
は
>
:從来
ぬ手
工緯
の

i

及

び

ボ

ン 

ベ
：：.

ィ

綿

糸

を

始

め

：輸

入

綿

糸

：の

.減
退
を
！

過
程
.

と
. ：

>
.て
示
さ
れ
る
ン
郎.iXv

手

妨

車

マ

：
手

擦

肪

機

、
，

.ガ
ラ
；̂

器
械
等
の
紐
綴
は
日
清
，
 

戰
'爭前に殆ん：
お
霍
明
治
！
；

14-

六

年

に

は

綿

糸

總

生

；産

.高
：
の
：
四

％

を

ボ

あ

せ

.居
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
◊

:

又
綿
糸
の
輸
入
も
明
治 

生
.産
統
制.W

資
S

網

，
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j

1
;五
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〕

r

\
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ユ.ほ :.:ひ?さ た ‘:::：y.::-

::v

ジ

:
:
:
:
:
ヤ

：
：；；
こ
：
.
.，
ぃ：
：
'
'
:
-
:

-：

前
述
せ
ネ
如
く
妨
績
業
は
.早
く
ょ
り
大
：規

模

H

寒
-

u
a
,

て
成
お
し
ン
：
手

.H

業
的
形
態
が
消
減
し
：た
錯
果
、
自

主

的

統

制

は

，比
較
的
容 

で
あ
り
；

-

1

.
が
.ルJ

ァ
，ル

：の

歷

亦

®

レ
ー
ン

一ん彼
つ
.：て
查

の.絲

翦

圓

も
f

、
，，，，現
.
で̂
は
を
の；
^

;
.
.
‘
，：
然
ら
ぱ
妨
聯.の
：力
ル
チ
.，ル
的JS

動
は
如
何
な
る
も.の
で
あ
る
か
と

1K.

へ
ば
、
：
原
料
綺
制> 

.
生
産
統
制
、
販
資
統
制
の
二

一

者
を
擧
げ
る

.

.
B料
親
制
：
：
，
.
前
述
せ
る
如
；

N>*

我
國
綺
績
業
の
：原
料
，灌

ほ

總

：：

て
：輸
入
：に.

i
な
け
れ
ぱ
な
ら
：な
か
力
：

.從

つ

，
て

原

料

輸

入

6
猶

ほ

に

依 ̂

つ
：て
；

ル
タ
ー
ル
は
郁
固
な
統
制
力
を
持
つ
事
が
出
ま
。

叉
白
本
綺
緒
業
の
飛
躍
的
發
腰
は
我
國
に
於
げ
る
親
特
の
振
棉
技
術
に

依
る 

の
-

U
1
K

は
れ
る
如
く
、
原
料
の.獲
得
は
我
國
妨
績
業
に
と
.つ
て
特
.に
，重
要
な
間
適
な
の
：
で
あ
る
。
而
レ
て
ま
弾
市
場
に
於
け
る
印
度 

糸
-
の
截
爭
上
明
治
二
十
！：

U

弗
.
り̂
印
鹿
棉
が
輸
入
：さ
れ
；て

If

來ハ；：：

印

處

棉

花

：
は
：生

要

な

：原

料

：と

#
つ
て
居
る0
印
鹿
棉
輸
入
の
端
が
，
 

拥

た

當

時

は

：

1

$
逾

阿

發

會

社

：が
連§

在
忙
當
り
モ
：居
た.の
；で
あ.る
が
、
i

ほ
：取

洋

航

路

に

を

掌

握

し

て
 

爱

爲

：め
；不

當

：：

の

運

を

徵

股

：し

た

。
；
，
：
そ

.：の‘對策：

セ統聯は明治

H

十
六
；露

，化

ね

改

め

て

日

本

郵

船

以

ル

に

英

國

彼

阿

汽

觸

填

句

"
ィ
ド
、
，伊
太
利
郵
船
の
ぢ
社
を
も
加
へ
て

r
a社
聯
合K

約
が
成
立
し
，
其
の 

赋

商

船

も

を

に

加

し

：炎
。
.
.か

ザ
：©

聯

盟

會

：

S

位
同
i

に
：：1

，.蓝
表
商
落
賞
を
ま
拂
：ひ
後
之
ょ
'り
お
味
運
賃
を
差
引

.
S

た
差

低
廉
な
建
賛，：に
.傅
る
-

あ
，'取

：得

ザ

可

能

な

，つ

た

.

の
.；

で
：を
る
。
更
に
此
一
の
契
約
；で
重
：耍
な
事

：
^1

‘
 

'暴

め

積

取

趣

接

セ

！
^
ォ
、
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キi

が
設
t

れ
て
、
綿
纖
業
部
門
に
於
て
も
中
小

S

家
の 

給
成
す
る-日

本

数

物
S

組

合

聯

富

が

成

立

：レ
た
P
:ぐ

レ

て

綠

績

聯

合

會

參

制

德

纖

業

部

門

に

眼

ら

^

る
か
\
.る
：國
i

力
を
黄
景
に
持
：ジ
た
綿

H

聯
の
岀
現
は-
妨
職
に
と
ク
て
跃
ま
じ
い
も
の
'
;で.
i

い0 

:

レ

，

•
.料
s

中
妨
^

^
門
.に

於

て

容

述

せ

る'如

美

S

8

聯

言

の

ネ

ル

，
チ
ル
的1

は
§

せ
^
^

C

に
0
っV
で

き

：.紛
績
聯
合#
所
愿
の
，大
規
模
，

織

布

兼

營

會

.

け

る

ま

企

業

ま

對
£

て
，|

0併
し

ぎ
.
.
^
^
霞

1

雨

者

，の

畫

分

野

は

判

然

と

廣

さ

t

居

，た0 

:
即
ち
紐
§

社
の
酸 

一
布
I

に
於
て
は
輸
W

S
幅
I

生
産
.さ
：れマ

：；4
般
機
業
I

は
内
地
向
小
幅
物
^

て
居
た
の
2

る
、
：#
し
I

大
戰 

後
支
i

が
發
展
レ
た
i

糸
s

i

レ
て
：i

i

i

來
し
、
を
i

i

績
會
社
i

l

^

る
S

S

:般
機
業
地
：に

於

て

生

産
§

る
も
の
多
，̂
,
:雨

者

象

i

不
明
f
な

る

に

至

っ

た
 

:M.

へ
.ぱ
輸
出
綿
布
中
、I

兼
營
會
社
は
生
地
もS

、
：
：
中

小

機

業

は

加

H
-
f
,

そ

れ

ぐ
S

的
に
生

産

し
、
：
f

l者
に

於

け
 

る
生
産
が
相
半
ぱ
レ
て
居
るi

で
t

o
從
っ
て
生
産
|

と

し

1

兼
營
#
社
で
は
金
幅
粗
布
、I

綿
r
帆
布
等
を
、
中
小
機 

i

l

.

'

V
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?

>
 

f
 

i

f
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i

f
以
よ
の
如
く
そ.の
生
産
分
：野
が
大
體
に
於
て
區
别
さ
れ
て
居

.る
と
は
云
へ
、
.
緋
鎮
蒙
營
會
社
と
中
小
機
業
と
の
對
立
は
否
足
し
得
な 

而
し
て
：兼
窘
會
社
は
妨
聯
カ
ル
チ
ル

M:

依
：ウ
：て
綿
織
業
原
科
：た
る
綿
糸
の
俄

§

獨

ほ4
、
：：，

然
も
大
資
本
を
以
て
大
規
模
經
營
を 

行
ふ
結
果
、
中
小
機
業
家
に
：と
：っ
て
.は
脅
威
的
得
在
：で
あ
：っ

.お
：タ

躲

化

决I.

ホ

要

輸

出

品

工

業

組

合

法

が

制

定

さ

れ

て

以
來
， 

中
小
：

H

業
の
カ
ル
.：チ
ル
的
結
合
が
獎
勵
さ
れ
る
に
っ
れ
て
、
：
中
小
機
業
家
ひ

：

A

業
組
合
が
各
地
に
服
癒
さ
れ
る
に
至
り
、
漸
次
そ
の
給 

束
を
I

て
、
中
小i

の
典
型
的
盤̂
:た
る
觸
ぢ
綠i

國
的
統
制
を
機
會
に
日
本
綿
織
物

H

業
組
合
聯
％
會
が
昭
和
三
年
十

I
月 

に
設
お
し
た
。/が
く
し
て
織
布
業
部
門
に
於
て
：は
、
：紛
績
兼
營
會
社
社
の
妨
聯
と
、
：：中
小

I

家
の
綿H

聯
と
！

K:

ふ
.

11

大
力
ル
チ
ル
の
並 

立
と
な
っ
れ
の
で
あ
る
ぐ
.併
&

聯
は
織
布
部
門
に
於
て
#

等
の
統
制
を
行
は

す
、
そ
れ
に
對
し
て
綿
：

H

聯

は1

種
の
法
的
統
制
で
あ 

り
.、
そ
の
設
立
を
法
律
に
依
っ
て
强
制
せ
ら
れ
る
め
せ
ば
な
：

が

>
一.そ
.の
银
定
は
會
員
外
の
，同
業
者
に
も
及
ぱ
し
法
猪
に
依
っ
て
服
從 

せ
し
め
得
る
の
で
あ
る0
.
:
勿
論
カ
ル
：
チ
ル
と
し
て
の
本
質
に
妨
聯
と
差
異
あ
る
も
：の
で
は
な
い
が
，
：
そ
の
カ
ル
テ
ル
：的
統
制
力
が
綿

H

聯
に
於
て
.は
國
家
權
力
に
依
.っ
て
保
®
さ
れ
て
居
る
：點
ぱ
重
要
輯
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な5
0一-

卞

：

、

:
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:
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綿

H

聯
は
如
何
な
る
統
制
を
行
ク
.て
居
を
が
と
：云
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ぱ
、
妨
聯
.の
場
合
と
同
構
に
原
料
統
制
、
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生
産
統
制
、.販
賣
統
制sr
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者
を
擧
げ
ぷ
事
が
出
來
る
。
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原
料
統
制
.‘綿
織
部
門
の
原
料
綿
糸
は
、
前
迹
せ
る
如
く
大
規
模
な
大
量
生
産
で
あ
る
か
ら
し
て
、

.中
小
機
業
が
組
合
に
依
ゥ
て
大 

:量
に
原
料
を
共
同
購
人
を
行
へ
ぱ
、
.：1そ
の
間
の
‘配
驚

統

を

省

略
.
得̂
ま
生
廣
原
價
：の
使
下
を
圓
る
事
が
出
來
や
ぅ0,
:
併
し
^
1.ら
現
在 

に
於y

は
大
阪
府
下
に
.於
け
るH

業
組
合
が
纖
分
活
澄
に
綿
糸
共
同
傭
入
を
行
：タ
て
居
以
外
、、：：

.殆
ん
實
施
さ
れ
.て
な
が
狀
態
で
あ 

る

。
、
，
原

料

統

制

み

し

に

は

此

ゎ

外

め

綿

糸

商

"
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間
の
：
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糸

取

：

S

約
定
に
關
し
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組
合
員
か
を
報
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求
め
ゾ
製
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檢
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基
礎
と
し 

生
産
統
制W

貧
嚴
練
制
■

, 

-
I
'
l
i
r

 

(

5

®

■
■. 

.

.

.

て 

- 

.

.

. 

‘
. 

.

.

.

.

' 

•

.

.'.
二

-
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

V 

-
 

' 

•
! 

.

.

. 

- 

-
 

. 

.

.. 

.
' 

-
, 

- 

. 

' 

■ 

•■ 

.
; 

•



H
-
I
-
T
j
-
-
g

1
1
1

ニ5=rlnr-i
l- 

5
w
i
3
-3
i
3
-
.
I
-
-
J
_
^
-
J
^
i
i
n
n
>
«
l
?
-
5
-

生
産
，統
制
ざ
貧
易
翁
制

Q
1セ
八〕

.

.

.
 

i 

< 

• 

•■ 

■
 
J 
t,

て
屑
る
：o:
,
以
セ
綿H

聯
の
原
科
取
引
は
未
だ
幼
稚
な
段
階
ぬ
あ
；か

s

此
の
®
に
於
：ポ
は
未'だ
緋
聯
と
◎
角
遂
は
 

:

.
’生

！
！

統
f
 :
生

産

統

®

は

更

に

品

質

続

®

赖

置

綺

制

に

：

®
別

し

：得

る

0 ;.

從

來

綿

：！
^
線

業

組

合

法

に

依

つ

て

綿

製

品

檢

丧

播

を
 

持

つ
S

ひ

、
：
數

品

揮

に

關

し

H
i
!

治

的

檢

ま

行

さ

居

た

。
ざ

は

組

合

：の

任

意

S

く

も

.
：で

あ

つ

て

> 
工
業
®
合
法
第
<
倏
に 

依
；

0
「

弾
^

令
し
が
發
動
さ
れ
な
い
限.

OV 、

ア
カ
ト
^
|
^
ィ

グ

ト

：に

對

し

；
で

は

强

制

：し

得

な

：

5
^
/ 

-

: 

:
V

..

:

ハ
；か
I

自

治

营

査

以

外

：
に
商
工
省
令
r

i
輸
出
；品
：取
蹄
規
則」

：に
：依
る
法
的
檢
查
があ
り

、

之
は
昭
和
十
一
年
十
月
以
降

r

重
要 

輸
出
品
取®
法」

と
®
つ
‘た
"
そ
わ
*
象̂

象

る

所

は
’
輸
出
綿
織
物
中A
辦

‘：綿

縮

、
：
綿

碱

、
轉

不

：ル
-:

綿
ポ
ズ
リ
ン

-
^
^
^
^ ̂

i

紘

、

綿
サ
ロ
シ(

染
色
せ
る
も
の
を
除
く

)

、
細
緩
綿
布
"
變
緩
綿
布
、
斜
緩
綿
布

(

大
緩
綿
布
を
除
く)

、
綿
糖
子

(

五
枚
义
は< 

枚
の
經
織
子.以

外

：の
も
の
：
を

除

<)
、
.：綿
コ
.
.
^
ド
.纖
大
0
布̂(

武
同
布
^
舍̂
む)

、
綺
綿
布(

色

糸

又

は

卿

糸
.で
製
織
し
た
綿
布)

、
無
地
染 

綿
布
，
擦
染
綿
布
、
：
綿

腿

帶

子

で

あ

る

の

輸

出

綿

織

物

は

聯

合

會

檢

査

所

の

檢
ま
受
け
な
け
れぼ
、

寶

賈

ゾ

授

受

に

は

地

 

極
外
搬
出
が
出
來
な
レ
の
で
あ
る
か
ま
し
て
、
綿
エ
聯
の
絲
制

.
^
:
^
の
效
東
は,
$
,
<
な
5
0:.然
も此
の
檢
査
ゎ
代
行
は
綿H

嘯
に
の
み 

託
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
獨
古
權
は
：ァ
ク.卞
..サNr.
グ

1
に

と

：
つ
：て

少

な

，か

ら

ざ

る

..打

撃

を

與

へ

得

る

0
事
實
綿
エ
聯
は
非
組
合
員
に
對
し 

て

は

..
：
.
，

•

そ
の
：製
品
檢
査
の
ホ
數
料.ど
レ

て

組

：舍

賛

，の

ニ

露

を

.徵
牧

し

、..又
非

組

を

資

に

對

し

て

は

出

張

檢

ぎ

^
:
^
担

絶

す

る

と

云

ふ

差

別 

的

待

遇

を

t

さ

居

る
め
；か

ぐ

てS

聯
は
重
要
輸
出
品取
稀
法

に

依

0

て

前

列

攀

の

，十

八

種

疏

出

纖

物

に

：關

す

る

眼

り

一

元

的

絲

制 

機
を
完
全
に
把
握
し*
^
,
然

も

そ

れ

は

法

律

，に

依

つ

，て

保

證

せ

ら

れ

：
て
寅
ぷ
；
の

で

あ

ま

0
; 

.

:.

次
に
生
産
數
量0
統
制
で
あ
る
が
、
乏
亦
輸
m
綿
織
物
：に.關

す

：る

も
の
：，で

あ

A
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S
1
緩(

昭
和
五
年)

綿
縮

、；：

綿
ネ
ル(

昭
和
六ajj.

ノ 

夢

ね

，.ン(
S

和
十
年)

の
®
品
目
に
付
て
行
は
れA
昭
和
九
ギ
ょ
れ
染
色
加y

i
制
が
開
始
さ
れ.たq

而.
.
3
V

そ
の
，統
制
方
法
は

j. 

年
を
上
半
期
と
下
半
明
，に
分
け
、
前
年
同
明
，の
各
生
産
地
組
合
の
檢
查
合
絡
敷

®
,
:
^
基
，
準

と

し

.て

各

姐

合
，

y

割
當
.て

る

の

'で

あ

る

。

所

i

.

;

屬
組
合
は
：そ
め
ま
當.て
ら
れ
た
數
置
以
上
を
越
過
し
て
生
産
し
得
な

5
。

一
た

>

 
割
當
數
置
が1:

萬

反(

綿
サ
ロ
ン
に
伸
て
は
！萬
コ
！ 

劣
：

)

未
滿
0
船
合
に
を0:

て
は
超
.過
系
數
料
を
納
付
レ
：て
#
の
.割
當
ぶ
：
孰运滅過生産なし

得
ぶ
""：®

-
^
:

過
生
塵
i

と
割 

當
數
量
：を
を
合
し
て

01,

萬
ぼ(

一

萬
コ
：r
デ〕

を
趙
過
：し
得
，，

^
5
:

事

報

つ
.セ
廣
る
"
染

恋

宠

統

制

も

亦

さi
赂
ぼ同

':1,,
で
あ
さ
。

:.7
,

以

上

列

擧

し

あ

輸

出

綿

織

物

め

：全

國

的

統

制

以

外

各

地

：組

合

に

依

る

倘

训

的

な

生

：産

統

制

が

*
ギ
行
は
れ
て
居
を
。メ
俳
し
多
ぐ 

.の
，
楊

合

そ

の

生

産

は

當

該

組

合

-の
獨
お
す
る
所
で
な'
、̂

他

組

合

：と

ね

協

調

が

客

®
で爲め效振は擧らな

vS:

狀
熊
で
：あ
る
。) 

::::

‘販
i

網

.、之
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取
引
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縫
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縮
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組
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又
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幹
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居
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.
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販
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販
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付
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れ
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居
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僅
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指
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綿
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資
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居
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輸
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お
わ
.掠
爭
に
.於
て
少
な
か
る
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。
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ま
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E
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の
：.生
i

律
に
於
七
は
紙
績
兼
營
會
社
と
中
，小
機
業
家
と
が
並
立
し
、
紐
聯
と
綿
工
聯
の

1
1
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ハ
ル
ゾ
ル.：が
對
立a

で
居
る
.ぬ
レ
而
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て

紐

聯

は

繁

银
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；
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。
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^
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營
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ひ
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あ
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て
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る
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従

クて
®
®

き

Q
1
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聯

の

重

ま

な

關

心

事

や
f

ゾ
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ぐ

づ

輸
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織
t

i

Q
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i

f

t
聯
I

へ：：

ら
れ
たI

は
、
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i

o

^

i
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^
な
け
れ.は
な
ら
な
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く
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て

攀
i

ふ
な
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^
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エ
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I
つ
て
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s
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昭

哭

霊
i

準

き
I

め
"
そ

れ
l

l

s

f
開
始
し
た

I

I

は

そ

め

割

當

か

ら

ま

除

外

，さ
れ
る
事
と
な
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從
つ
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か
く
しV.

織
布
部
門
忙
於
け
る
綿
エ
聯
の
統
制
に
對

し
て
、
.綺
聯
は
抗
爭
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
先
パ
緋
職
自
體
の
結
成
を
强
化 

す
べ
：

V
、
：

昭
和
十
五
力
に
は
從
來
の
ナ
ク
ト
サ
ィ
ダ

I

十！

社
を
加
へ
た
？
更
に
從
來
の
任
意
力

ル
チ
.

ル
を
綿
エ
聯
の
如
く
法
的 

カ
ル
テ
£

1

せ
4

.
セ

，綿
i

ょ
り
獨
立
し
た.
i

s
を
i

濃

の

み

：でi

す
る
^
^

を
議
決
し
た
の
で
ぁ
る
。

/そ
れ
に
對
し
て
綿

H

聯
が
反
對
蓮
動
を
開
始
じ
た
の
は
云
ふ
迄
も
な

5
.0.
而
わ
て
政
府
の
判
決
は
妨
聯
に
不 

利
：で
ぁ
っ
お
ャ
：
即
ち
紘
織

g

業
組
合
の
成
‘立
に
依
っ
て
、
同

1

製
品
に
關
す
る'ニ
個
0
統
制
關
係
が
生
す

to

の
は
統
制
を
亂
す
も
の
に 

て
、
右

組

に

認

可

が

與

へ

ら

れ

な

か

っ

た

の

で

ぁ

る

。

. 

.

::.

を

の
.給

築

昭

和

十

；！
¥

兼
營
舍
社
の
大
部
分
が
綿
エ
聯
に
單
獨
加
入
を
な
す
に
至
っ
た
。
即

ち

一

月
日
淸
：

i
r

五
月
松
阪
木
棉
、
大 

日
本
妨
、

.：

十
：

1

巧
於
羽
®
等
の
：.綿H

聯
加
入
認
可
を
見
あ
の
で
ぁ
：る
タ
か
ぐ
し
て
織
布
部
門
に
於
て
は
妨
聯
は
綿

H

聯

の1

元
的
統
制 

に1:

應
屈
服
す
る
事
と
な
っ
た
。
#

し
乍
ら
総
聯
の
抗
翁
は
決
.
-
^
て
化
ま
っ
た
の
で
は
：

い
。
商

H

省
に
對
し
て
、"綿H

聯
の
綿
布
統 

.，制
に
於
け
るi

兼
營
會
社
の
特
別
，取
扱
を
要
請
し
す
る
と
共
に

>
:原
料
綿
糸
の
供
給
に
於
け
る
藤
迫
、
.：
外
地
べ
：の
：進
出
等
の
形
で
綿 

エ
：聯
に
反
擊
を
加
へ.っ
、
：ぁ
^
。̂
：#

に
綿
エ
職
の
統
制
外
に
あ
る
朝
鮮
北
ま
：へ
の
：進
出
は
、
.
綿
エ
聯
の
纖
布
部
門
絲
制
に
と
っ
て
大
含 

な
痛
手
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
仏
'で

あ

ぅ
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右
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述
べ
た
如
く
綿

H

業
の
生
産
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面
に
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て

S

聯
對
綿H

聯
の
，角
逐
抗
爭
が
行
は
れ
る
ウ
i
ぁ
る
が
、
最
近
に
於
け
る
我
國
の
貿 

易
統
制
め
强
化
に
：っ
：

.れ
ポ
綿
業
統
制
に
浙
た
な
る
問
®
が
發
生
し
お
。
；
我
國
の
綿

H

業
は
原
料
を
總
て
輸
入
す
る
よ
同
特
に
ク

*

V

の
製 

品
り
一
ホ
部
分
は
さ
を
海
外
に

一?
：

び
輸
出
か
る
。"か
シ
ぉ
海
外
依
存
性
の
强
い
綿

H

業
が
賈
®
^
棘
制
の
影
響
を
著
し
受
け
る
事
は
當
然

で
#
る
。
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急
|

|

|
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つ
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o

t
乍

ら

き
^

各
國
は
s
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防
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努
I

,
か
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じ
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國
に
於
て
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他
動
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に
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あ
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ム
-ン
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^̂
^̂ ̂
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I即
^
各
國
の
輸
入
阻
止I

標
と
し
て
のi

§

强
化
に
相
應
し̂
^
 ̂

か
4

目
的
の
爲

:

輸
出
組
合
法
は
大
！

^
十

五

年

に

制

定

さ

れ

タ
f

奋

九

年

の

反

動

參

貿

易

は

不

振

を

極

め
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そ
の
け|

^
で
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i

て
そ
I

定
の
i

に
I

に

霞

促

進

を

目

指

ル

たI

で
ぁ
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ゾ
^
^
^

す
1

を
持
？

居
たi

る
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従
.

1
の
主
た
る.事
業
は
，
委i

w
、
輸
^
^

の

設

9

I

I
の
i

i

他
必
要
な
る
取®
制
眼
、
海
外
市
場
の
調
奔
，
，
新
腹
路

i

s

で
か
り
、
昭I

P

れ 

i

i

i

i

i

M

f
に
昭
和
八
年
i

輸
I

制
の
i

に
せ
ま
ら
れ
る
や
、
：輸
出
組
合
の重
要
性
は加
は
れ
、
.
f

f
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輸
合
法
は
昭
和
九
年
に
改
正
が
行
は
れ"
輸
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輸
出
促
進
機
關
I

輸
出
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機
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變
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る
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輸
出
數
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價
額
め
制
限
に
關
す
る
規i

設
け
ら
れ
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合
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制
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i
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化
ザ
ら
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而

し

て

货

躯4

ボ
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s
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は
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o
s
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の
重
耍
輸
出
品
め
輸
出
霊
と
ず
る
者
に

.依
つ
て
組
織
せ
ら
れ
、
他

は

同

J

市

襟

を

目

的

と

し

商

品

の

輸

S
：

を
業
と
ず
る
紫
に
依
つ.て
組
織
さ
れ
る
：。
，
而
し
て
絶
織
物

(

交
織
物
を
含
む
：

T
同
製
品
及
输
織
絲
は
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要
輸
s
品
に
し
て.商
H
为
H
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指
ポ
を
受
け
て
居
る
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カ
業
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叫
に
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輸
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組
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で
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絲
制
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つ
て
居 

iti
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綿
来
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輸
ゆ
1
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本
綿
糸
菜

M

輸
出
組
合
、白
ポ
綿
ー
參
侧
輸
出
組
合
、

"
R本
綿
糸
布
歐

i

近
柬
輸
川
組
合" 

日
本
縦
糸
布
大
洋
州
輸
出
組
合
>
ハ'日
本
糸
染i

於
：
ロ
ンf
t出
組
合
#

#
あ
を
。
而
し
た
そ
統
制
事
項
は
云
ふ
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.も

無

く

、
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.
輸

出

絲
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め

の

，
恭

輸
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；
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す

る
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當
サ
お
る
。
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割
當
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を
過
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の
輸
m
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依
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生
産
部
面
に.於
け
る
絲
制
の
進
展

i
f
.,

輸
瓜
業
者
に
，と
0
て
.打
.擊
で
あ
’る
暴
は
云
，
ふ
迄
も
な
い
。.即
ち
生
産
統
制
の.强
化
は
®

m業 

者
0
商
品
取
引
上
の
自
お
か
失
一ひ
、
そ
の
商
人
と
し

v̂
.

の
，機
能
を
豫
失
甘
ざを
を
得
な
い
ご
兀
来

i
c

本
主
義
經
濟
機
榻
に
於
け
る
商
人 

，
の

機

能

はr
商

品

攀

歡
0
み
に
ル
ま
ら
な
ぐ.で
、

品
の
：

li

給
從
つ
セ
.偵格

を
！
！！

然
的
に
調
節
せ
し
め
る
黯
に
あ
を
0
#

し
乍
ら
此 

の
®
能

生

産
#
間
に
何
等
の
統
制
が
な
く
自
：

i

穀
爭
敢
行.：̂
れ
場
ム"
に
の
：み
發
挪
し
得
る

』

の
で
あk

K

生
産
者
側ibi

ヵ
ル
ン
ァ
ル
が 

結
成
さ
れ
お
産
制
腿
、
販
資
割
當
等
が
遂
行
さ
れ
た
な
ら
ぱ
"
，生
崔
者
自
身
商
品
の
供
給
を
需
要
に
：

逾
合
せ
し
め
る事
と
な
り
、
商
品 

齋
給
の
調
節
機
能
は
生
産
者

S

摩
握
す
る
所
とな

る

.。か
くV

商
人
は
舉な
る
齒
ロ
明S

ま
給
機
關
と.
て̂
の
.意

義

し

か

持

た

な

ぐ
な
ね
， 

商
人
活
動
の
分
地
ほ
粮
失
レ
て
：

3
^

ふ
©
，で

あ

る
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^
か
V
:る
場
合
商
人
ゆ

iiD：

齋
手
段
-
し̂
て
商
人
自
身
組
織
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結
成
レ
て
生
産
者
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チ
ル
に
對
抗
し
、
生
産
奪
と
ね
勢
力
：均
衡
を
囘
後
せ
ふ
と
努
め
；

る
せ
：あ

ら

ぅ

お

ぐ
し
て
生
産
部
面
の
統
制
强
化
は
必
然
的
に
商
業
部 

面
の
'絲
制
服
化
を
齋
す
も
の
や
あ
る
々
'

:

.
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が̂
サ
先
づ
：g
l
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☆
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ぐ
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れ

ね

默

K
び

で

：棉

花

商

：

S

び
.に
，
綿

ホ

商

も

組

織

：ざ
れ
ハ

"
日

本

棉

花

同

業

會

並

並

：に

：日

本

綿

i

商
聯 

合

會

を

そ

れ

や

ま

成
. ；：y

で
.跋
聯
と
獨
ぽ
的
取
引
を.

0 ；：

ウ

て

庫

み0:.而
し
て
織
布
業
部
面
に
ぁ
っ
て
は
終
績
兼
營
會
社
と
ホ

小

機

業

夢
 

i
が
並
列
し
て

r
依
®

：

の
，奢
商
的
親
制
ほ
單
：

部
品
種
に

®
ら
れ
ハ
^
^

馬
る
,
か
ハ
ー
商
人
れ
細
繊
化
は
顯
は
れ
な
か
づ
たo

;

i兼
營<11

社§
:

結
成
す
る
®
聯
カ
ル
や
ル
は
纖
布
に
關
し
て
は
#
等
統
制
を
行 

中
小
^

家
^
务̂
撒
ぱ
|
4業
組
合
ど
緒
成
ホ
る-
ゎ̂
あ
り
ー
ど
1
^
>
-
そ
れ
一
味
地
方
的
で

.ぁ
っ
て
商
一

<
："

の

組

®
:
^
'
を

ぅ

が

す

も
 

'の
で
は
な
か
り
た
。
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ゥ
然
る
に#1^

聯
0
手
に
依
っ
て
輸
出
物i

f
緩
の
生
産
続
制
が
全
國
的
規
模
に
於
て

Ig：

は

れ

る

に

至

る

や

，
：
之

，
^
取

扱

ふ

商

人

に

對 

ず
？

0

影
響
は
S

的
な
も
の
や
ぁ
っ
た
。
從
っ
.て
昭
和
五
年
秋
输
三
綠
ひ
.統

制

實

觀

の

確

ま

前

後

し

で

、
綺
1
1
1
緩

^
:
^
^
取

极

ふ

全

國

主 

耍
綿
瓶
間
厲
並
び
ケ
輸£
|
者̂
百
餘
名
が
日
ポ
綺1
1
1
緩
輸
出
紙<
!
^
1
^
^

紙
成
し
て
商
人
侧
の
組
織
化
を
圆
っ
た

の
や
ぁ
る
0
1更
に
翌
年
撒 

H

職
か
ら
輸
出
輸
三.緩
に
限
り
當
該
輸
出
組
会

i
r
z
j

外
へ
は
所
鳳
組
合
員
を
厭
賣
か
し
め
な
か
と
！ぢ
ふ
販
賣
獨
占
協
お
わ
®
洁
す
を
こ 

至
っ
た
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而
しY

綿
エ
聯
の
生
産
統
制
は
搞
三
緩
に
服
る
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
效
展
は
完
全
で
は
な
い

0
即
ち
輸
出
お
合
測
は 

.此
の
絲
制
品
風
綺
三
緩.を
避
け
で
•
.非
統
制
.

ai

離
た
.る

一

ホ

ン

ガf
v
f

等
を
輸
出
す
る0:

か
く
て
統
制
品
綺
三
後
：の
需
要
は
激
：
 

减
ル
て
.
聯̂
，の
Iぐj1

緣

生

産

統

制

は

敏

效

果

.を
生
む
に
至
ウ
.た
の
せ
ぁ
る
。
綿H

聯
は
か
V
る

輸

出

組

合

侧

の

.反

撃

に

對

抗

す

る

爲

め 

に
は
V
; 

f
m

緩
'に
代
替
可§

な
瓶
て
の
類
似
品
®
に
闕
ぱV

生

墓

統

制

な

次

れ

！
ぱ

お

ら

な

レ

？

；
^
く

し

て

綿

工

軸

が

キ

の

後 

'粒
！

n

緩
ほ
外
に
ぎ
縮
.
.
.
.
ぜ

オ

ル
.綿
サ
ロ
シ
攀
に
！̂す
も
，.盤
衝
統
制
を
開
始
し
た.の
，.は
前
述
せ
る
如
く
，で
あ.る
。
.：
.

か

、
る
綿
ェ
聯
の
生
産
統
制
の
擴
大
に
伴
っ
て
、
：

.輸
出
組
合
と
の
抗
；爭
は
漸
次
.激
化
す
る
歡
は
必
至
で
あ
る
0
昭
和
九
.年
綿
ェ
聯
が

綿

サ

，ロ
シ
の
全
國
的
統
制
を
企
圆
す
る
や
ハ
輸
出

.組
合
は
蘭
印
東.印
虎
向
輸
出
：に
對.み
て
.積
W
港
制
限〈

關
0)
及
び
積
き
禁
止
を
行
ひ
、 

そ
の
輸
出
に
關
す
る
絲
制
權
を

f

保
せ
ん
と
ゼ

P

綿B

聯
は
强
制
共
同
贩
賣
制
と
指
定
：取
引
货
制
を
實
施
し
，：
輸
出
組 

合

員110.14

名5
-

四
ニ
ー
名
を
指
定

'し
た
に
過
ぎ

fe:s

タ
"か
ぐ
.

4

て
：綿
聯
教
輸
出
組
合
都
の
抗
爭
は
尖
鋭
化

Uた
：：̂
:

タ

結

局

指

取

引

先H
H

名
ぬ
追
加
と
輸
出
組
合
の
共
同
購
入i

で
®
協

の

成

立

：お

み

た

の

：
で

あ

み
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.前
述
，

V

る
所
は
國
內
生
産
統
制
の
進
展
に.伴CV

て
#
出
統
制
料
强
.化
さ
れ
け
'雨
者

の

間

に

摩

擦

親

顿

が

，生

じ

た

場

合

‘で

あ

る

が

 
>
'
生
 

m
統
制
お
輸
出
統
制
ね
絡
み
合
ひ
は
 
>
又
對
外
的
原
因
に
基-
輸̂
統
制
强
化
り
當
あ
ら
も
開
始
を
れ
る
。
.
'
"
恐
慌
下
に於

！
：

る
各
國 

賈
嚴
統
制&

進
勝
、
邦
品
緋
m
ね
强
化
に
クS

ず
、
：我
國
0
賞
易
統
制
ゆ
求
償
主
義0
原S

H

ま
脚
し
レ
減
退
せ
ん
と
す
を
滅
出
を

1

.

:

ン
忠
確
保
す
る'事かれだ。
が

K
る
努
力
は
當
然
輸
ぽ
の
：直
接
的
統
制
、
從
つ
て
：輸
出
組
仓
の
統
制
擺
强
化
に
俟
た
な
け
れ 

y
#

ら

な

％

ぺ

而

レ

输
m
紘

制

が.强化ざ敏にポ處者ね對ずを打骤ホ少ながの

.
'あ̂
ぽ
。
：#

出
業
者
が
輸
出
統
制 

織
を
獲
得
レ
れ
聴
に
は
、
盤®

ゆ
を
0
輪£1;^

者

と

；
の

板

引
.
於
て
不
當
な

S

追
ど
受
け
を
，事

は

明

か

ホ

あ

る

ハ

ぜ

生

灌

者

側 

^
亦
之
に
對
抗
ポ
ベ
く
生

S
S

制&

風
化
お
轉
ら
な

±
:

ね：
煤なわぐ

i
の
：間
ぬ
癒
出
業
者
對
生
産
者
閩
i

遂
が
行
ぱ
れ
る
事
も 

.亦
必
.然
で
あ
る-
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,
i幾
品
ほ
我
；國
の
主
要
輸
出
品
で
.あ
.り

、
，
從

つ

て

各

國

防

m

の
最
も
顧
奢
な
對
傘
と
な
り
、
幾
多
の
通
商
上
の
級
料
を
捲
起
し
た
？ 

そ
れ
は
先
づ

i
r

印
通
商II

题
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
印
度
は
我

M

綿
布
&
進
m
に
報
レ
て
、一

九
：

m
e
w

场
降.r

九

ニ一

年

填

に

.
四

囘

に 

直
かi

御
#

行
ひ
、一

九
ニ
ニ
ニ
ギ
四
月
に
は
：：
！
印
#
商
條
約
破
禁
を
斷
行
し
、
更
に
同
弗
六
座
突

^
^
^
^
|
^
稅

を

.
四

飢

か

わ

お
 

割
冗
分
に̂

上
げ
、.禁
止
的
高
脇
税
を
設
お
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る

*
0
-か
い
るS

鹿

の

邦

品

挑

擊

の

暴

f

敎
赂
し
て
、#

鳳il

於 

，生
達
：̂
^
.奪
易

：絲
制
：
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ニ-'よ:::■V，:

を
入
札
に
す
べ
き
事
を
生
張
し
'、.
給

肩

十1

年
九
一
巧
末
に
は
對
蘭
印
0
本
：輸
m
灘
纖
物
輸
出
組
合
は
七
對

M
の
，

を
決
議
し
•て
し
ま

f
 
.
 

.

ジ
レ 
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：
こ
づ
：；

7:
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.

丄X.'

一.
^
.
.
^
^
^ ̂

.パ 

' 

.

:

ぺ

：

.::

其
の
.
後

對

亜

爾

然

丁

、
；
對

比

.德
賓
及
香
港
對
中
南
米’
對S.

弗
利
加
の
輸
出
組
合
が
設
立
さ
れ.、
失
々
數
量
統
制
を
遂
行
し
た
。
.
而 

B
.て
之
等
海
外
市
場
み
の
綿
製
品
輸
出
は、
，
.
總

額

：の

六

割

以

、上

；に

達

；し

て

.居
る
。
へ
從
づ
ポ
輸
；出
絲
制
の
進
域
が
如
何
に
生

.11 #
に
と
つ 

て
脅M

S

な
も
の
と
な
.，
つ

た

か

は

想

像

に

難

く

な

い

か
，
：：

：：
：

リ

: 

:1..:‘，
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.
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'
>最
近
に
於
け
る
各
國
貿
揚
政
策
の
動
向
は
、
單
な
る
封
鎖
主
義
よ
り

M

惠
主
義
"
ま
償
主
義
へ
と
歡
行t
て
居
ろ
。.
'即
ち
單
に
.輸
入 

1を
0
M
レ
す
輸
出
を
促
進
す
る
事
よ
び
、
賈
是
差
：額
の
：询
衡
を
目
標
に
相
手
國
银
に
貿
易
統
制
を
行

.ふ
傾
向
と♦
つ
た
々
：
交
博
賈
易
制 

逝
V
爲
眷
淸
算
制
度
等
の
發
展
ほ
何
れ
も
そ
の
顯
は
れ
で
あ
る

.9 . 

: : 

: : 

-

マ
.
：

而
じ
て
我
國
貿
易
の
市
場
柳
成
を
輝
み
を
に
、

.

.：主
耍
輸
入
相
手
國
は
朱
、
搞
等
'少
數
國
に
限
ら
れ
、
、输
出
は
各
地
：；に
分
散

U
て

居

：る
。 

か
>
^
^
?
片
賀
易
の
傾
向
は
各
國
の
求
償
主
義
的
動
向
と
相
容
れ
な
い
ゃ
即
ち
各
國
は
我
國
に
對
し
：て
片
貿
易
の

.調
整
あ
1
求̂
.し
>
-
極
端 

な
邦
品
拂
斥
の
差
別
待
遇
を
與
ぺ
る

.。

.從

：つ
て
我
國
の
賈
易
の
進
展
を
確
保
す
る
爲
め
に
は
、
./入
想
國
よ
か
の
輸
入
を
減
じ
て
出
趙
國 

よ
力
の
輸
入
，へ
と
轉
換
せ
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

5
。
，：

か
-

-t

る
貿
慕
の
調
整
を
行
ふ
爲
め
に
は
ハ
へ
個
別
的
な
輸
出
組
合
を
以
て
し
，て
は 

お
可
能
で.あ

鼓

一:

的
な
質
具
統
制
の
機
構
が
要
請
さ
れ
：る

6
. 

E

レ
て
封
印
通
商
問®
の
場
合
の如ぐ

-:.

輸
入
品
み
輸
出
品
が
綿
花 

と
縦
製
品
き
ぢ

4

何

：

一:::

産
®

E

に
鳳
す
る
場
合
 

更
に
そ
の
輸
入
商
と
輸
出
商
ぷ
が
同
：

t:

ホ
あ
る
場
合
に.は
、
：間
題
は#

^
な
か
ク
：
 

た
ッ
然
る
：

M

對
中
南
来
及
び
對
滚
通
商
問
®

が
紐
糾
す
る
：や-

V.

此
處£

貿
易
統
制
の.

11

冗
化
が
表
面
化
す
一
る
に
：
至

.

0'

た€
1

で
#
ネ
？

V

 

ン
中
南
来
は
農
業
恐
慌
の
：極

端

撃

を

f

>

:財
政
わ
窮
乏
、
：ナ
通
貨
制
度
め
危
機
を
招
来
：

13

サ
そ
の
對
策
と.
^
:
て
：極
端
な
爲
替
管
理 

生

廣

黎W

贺
易
f
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S
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S

八
：
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V
 

I
統
制
V

i
統

制
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. 

, 
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v

s

.ン
S

I

S
 

て
；か
印
棉
不
買
を
決
議
し
、
之
に
對
抗
す
を
事
と
な
つ
た
。
そ
の
結
果
日
邮
間
に
傲
商
の

§

起

り！

九
.三
四j

p
r

月
新
協
定
の
成
本 

I

f

き

：た
の
で
ぁ
る
。
が
く
て
同S

.
に
依
り
、
印
度
は
關f

引
す
^
る
と
共
に
、
日
本
の
綿
布
輸
を
ぼ®

人
.と
S

 

.に
パ
I
タ

一

制

が

採

川
-さ

れ

、

綿

布

ニ

；
一
偉

F|

千

：
五.
W萬
碼
に
；對
す
る
棉
将
百
乾
傷.を
基
準
と
し
、
撒
花
：輸
ん
がS

儀
増
#
す
る
每
に

.輸
布
輸
出
も
五
：百
す
萬
碼
播
加
ず
：
<
^
#が

驚

，さ
れ
た
ひ
ス
：：ゾ
っ
ノ
イ

‘.:̂.i',
，バー：

:

.
ソ
バ’シ
一̂て，、

：

.

：

\ 

., 

>

.て
照
のM

印
協
定
の
給
ま
は
V
賈
襄
政
策
ポ
循
來
の
輸
出
促
進
主
義
：

X.J

り
輸
出
続
制
主
義
べ
の
移
行
し
た
も
の
と
し
て
割
期
的
な
も
の 

★
 
ぁ
：̂
o
o歡
動
綿
：̂
^
0
.
對
'印
輸
3̂
は

同

協

卑

の

結

嚴

印

都

ー

览

^
|
^
の
貪
付
を
條
仲
ど
ホ
ネ'パ
ー1
夕
.ト
制
.に
依
，ウ
ポ
規
律
ホ
ら
か
る
事 

.
と

を

V
此
處
に
觀
印
綿
織
物
の
：輸m
統
制
は
ホ
可
f

な
.づ

き

：か
ぐ
て

織
物
印
廣
輸
出
證
明
規
則
が
制
變
さ
れ、

.次

が

で

輸

出

組

合

法

改

お
：；！̂,

基

き

ゴ

I:

月

：

C ：f

本
綿
織
物
對
印
輸
出
組
合
ぬ
戎
立
と
な
：り
、
，.：同
祖

 

合
に
依
つ
：.

V

輸
出
數
震
制
が
技
は
れ
る
事
と
な

)

つ

だ

.
？

あ

る

。

.
，
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r
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'

.
,そ

®

紘

取

龙

法

は

1

ヶ

ザ

輸

出

數
®
四

億

碟

中

、

八

割

を

過

去

：
輸

出

數

量

に

比

例

じ
：：

で

輸

出

商

に

割

當

て

、
：
；
，
：
殘

サ

の

二

割

ほ

希

望

者

 

.に
入
礼
に
依
つ
て
割
當
文
る
の
で#
る
。
が
ぐ
て
輸
出
騎
制
權
全

N.

輸
出
組
合
の
腻iJI

す

る

所

な

ね

、：：各
輸
出
商
は
自
己
の
割
當

 

量
れ
確
得
さ
れ
た
結
渠>
:綿
布
賈
入
れ
に
獨
占
的
咸
か
ど
振

仏
" ：

生

産

者

は

取

引

上

輸

出

商

の

，
重

配

下

に

置

か

れ

る

事

.と

な

る0 

,
從

ウ 

て
.生

産

者

侧

た

る

S

纖

資

社.に

と

つ

て

.
，
好

象

し

 

<
な
ぐ
：
之
：に
對
し
て
異
議
を
は
さ
む
の
は
當
然
で
あ
ら
ぅ

0

此
處
に
輸
出
業
者
と
生
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者
と
0
間E

挽
爭
が
開
始
さ
れ
た.0で：-

あ
る
？ 

： 
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； 

： 

： 
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而
し
-

|
の
輸
|

制
を
S

,
て
i

者

i

立

は

、
；
ま蘭
印
綿
纖
物
輸S

組
合
が
i

さ
れ
、
：對

印

同

出

統

制

が

行

は

れ
 

ん
と
す
る
：に
及
び
表
面
化
す
る
に
至
.，つ
た

。
：
即

ち

：⑩

纖

聯

合

會

は

對

印

輸
出
割

當

に

ま

殘ま
れ
た
事
實
に
鑑
.み
、
對
蘭
印
輸
出
割
當
 

に
於

て
.は
生

産

者

め

割

當

と

；

A

て
：
五
，割

を

主

張

.

.

.
^
た

の

せ

：
§

ヵ
：
：
：
そ

れ

：
に

對

；

，；j
輸
出
組
合
ほ
八
割
を
：過
去
の#
綴
と
し
^
^
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政
：策

に

依

：
っ

ま

國

際

收

；寒

の

；；

S

衡
を
死
守
し
て
居
るQへ
從
っ
て
そ
の
®

政
策
も
i

の
求
償
主
義
やあ
み
り

輸
出
超
過
の
栽國
に
對 

て
は
或
ひ
は
極
廣
.の
輸
入
防
膊
策5J

採

り

、
或

ひ

は

自

國

品

；
の

.賈
付
を
耍
求
す
る
。
か
く
し
て
、
我
國
は
此

：

わ
，新
市
湯
確
保
の
爲
め 

.片
賛
局
の
調
盤
に
積
糊
的
に
出
す
に.至
，
ゆ

た

，
わ

せ

あ

ま

#

南
来
向
：注
耍
輸
出ng

は

純

布

及

人

銷

ポ

ホ

あ

り

、
.
無

に
 

總
輸
出
額
め五

..
冗
•お
系
、
中
米
總
輸
出
額

§
1

九
％
に
上
り(

昭
卸
九
年
現粒

)
：：：

i

輸
出
總
額
，0
’：！
 
一b
,
sお
を
占
め
#

あ

る

從

；っ
て
：
我

國

I

に

.と

っ

て

ホ

南

米

の

..輸
：入
減
退
は
痛
宇
で
あ0
、
っ
；
何

等

か

；
の

對

策

を

必

要

と

す

る

ザ

然

一

る

に

：そ

の

中

，

I

ょ 

ゥ
の
輸
人
品
は
羊
毛
が
主
た
る
か
の..で
、：：©
額
の
：：g
o に
；及

；ん

や

居
1
^
0;從
つ

，
て

中

南

来

に

對

す

る

片

貿

易

調

盤

の

&

作

は

個

別

的 

の
輸
出
組
を
を
以
て.
て̂
は
不
便
'め
あ

る

。
：：
：共

處

：で

日

本

，綿

糸

布

亜

米

利

加

輸

出

組

合

は

，
-旧
本
維
人
細
糸
布
輸
出
組
合
聯
合
會
、し
日 

本
⑩
貨
4
南
米
輸
出
組
合
聯
合
會
と
共
：に
對
中
貿
為
振
興
協
議
會
を
組
纖
％
:
中
南
米
驗
出
組
合
聯
仓
會
お
結
成
じ
ゾ
片
貿
調 

盤
を
目
標
に
輸
出
統
制
ふ
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
右
の
ニ

 I

者
に
所
®
す
る
各
輸
出
s

nは
組
合
員
か
ら
輸
出
の
都
庞
？

I 

• 

1
サ
ン
ト
を
続
制
手
數
料
と-
て̂
徵
收
そ
の
手
數
料
败
入
を
右
の
各
組
合
所
屬
の.組
合
員
で
中
南
米
：の
物
産 

を
輸
入
す
る
者
に
輸
入
補
償
金
と，
：
：

> 
て
.交
付
：し
プ
之
に
依
ク
て
：相
手
國
ょ
り.の
輸
入
を
促
進
を
ん
と
す
る
ひ
セ
あ
る

0
.

;

右
と
同
様
の
問
題
は
對
療
通
，商
關
係
に
於
て
あ
發
生
し
た
。
：對
樣
賈
易
に
於
け
，る
主
要
輸
出
品
は
綿
徽
柳
を
始
め
；細
及
人
賴
織
物
で 

あ
り
：*
‘：輸
入

は

九

割

近

，

V

羊
毛
の
：占
め
る
所
で
あ
る
。
；
而
し
て

1: ；

九
3
三
年
五
月
簾
洲
政
府
は
邦
品
防
遏
の
目
的
を
以
て
、
綿
織
物
其 

の
他
に
高
關
桃
ヶ
課
し
，ゾ
更
に
輸
入
許
可
制
：度
を
實
施
ず
る
に
至
つ
た

0、.：：か
く

て

：我

國

は

同

年

六

月

通

商

擁

護

法

を

發

動

し

羊

毛

其 

.他
に
輸
入
許
可
豐
及
び
輸
入
税
の

S
；

上

げ

を

：
以

あ

對

抗

し

を

：

の
，：

結

嚴

養

洲.ょ
り

の

：
羊

毛

.輸

入

は

 
一
二
分£
,に
滅
少
.せ
；
し

め

ら

れ
 

た
の
で
，あ
る
。
而
レ
て
羊
毛
總
輸
入
額
中
滚
洲
の
占
，む
る
地
位
膠
倒
的
な
も
の
で

.あ
り

、

右
の
.
處

置

は

本

邦

羊

毛

工

業

に

と

つ

て

敌

命 

的

か

泰

あ

る
0 

南
阿
苹
#
.の
買

付

に

锻0,
.
て
之
を
補
ふ
.と
しV
も
多
大
の
犧
牲
を
伴
：̂字
る
：を
.得
な
-レ
0
:
,
か
く
て
維
業
の
，

11

利
益
の
爲
め
：に
羊
毛

H

業

が

犧

牲

を

負

ふ

の

セ

あ

，
る

が

：ら

し

F
、

嘴
然
そ
れ
は
綿
業
の
貧
嬉
に
.於
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ツ
而 

し
て
：そ.の
i

は
貧
易
統
制
の
機
關
た
る
輸
出
組
合
從
ウ
て
線
製
品
輸
出
業
者
が
食
ふ
事
と
；な
づ
ー
だ
ザ

.軍
に
資
擔
が

M
額
に
：上
る
爲
め 

對

滚

輸

出

の

：
み
.に
割
當
.て
る
事
が
不
可
能
で
あ
；り
、
，全
輸
出
姐

.在
ロ®
割
當
て
る.ベ
.く
日
本
綿
♦
布
輸
出
組
合
聯
合
會
が
緒
成
さ
れ 

:酣
的
棘
制§

ふ
事
-
^
^
^
:

つ
：た
，̂
で
あ
る
。5
即
ち
聯
合
會
に
於
て
綿
布

一

ャ
ー
ド一

厘
の
調
整
手
數
料
を
徵
牧
し
>
:
内
九
毛
を
羊
毛
输 

入
補
償
余
其
の'他
貿
慕
調
盤
資
金.に
當
て
る6

-

■

-

 

. 

■ 

め

如

く

對

滚

貿

紘

制

を

機

會

に

、
：：滅
糸
布
輸
出
組
合
の
：聯
合
會
が
生
れ
；

<8

國
的
統：，一:,:

が
實
現
ず
る
に
：至.

つ
：：

た

の

セ

：
あ
，
み

0
:
,
か 

ぐ
し
て
輸35

組
合
に
依
る
貿
激
統
制
の
强
化
は
生
産
者
に
對
し
て
逆
に
支
配
的
地
位
に
立
た
し
め

'る
。
即
ち
從
來
綿
業
界
を
リ
、

ド
せ 

る
i

聯<!::會
は

>

先
.に

工

業

組

合

の

爲

め

に

脅

か

さ

れ

、
：
今

又

：輸

出

組

合

の

：爲

め

：
に

®
迫

：せ.ら
れ
ん
と
一
し
：て
居
る
。
此
處
に
於
て
妨 

聯
は
自
已
の
：霸
權
確
保
の
爲
め
に
最
後

0
努
力
を
拂
は
ん
と
す
る0.即
ち
妨
聯
を
み
心
と
し
た
綿
業
中
央
協
議
會
の
權
能
を
獨
大
す
る 

事

に

位

り

希

、
；
総

聯

の

ま

配

卞

，に

於

i

て
綿H

業
に
關
ず
る
生
産
、
ま§

通

た

た10

冗
的
統
制
の
實
現
を
圓
つ
セ
：の
セ
あ
る
。

.，怒

乍

，
 

ら
法
雅
的
基
礎
を
持
；た
な
か
同
協
議
會

Q

i
擴

充

は

：失

敗

に

終

つ

て

し

；ま

.々

だ
：
.：
，
；
，
；
；
"
^
^
^ ̂

r.;:: 

::.

ン

>
-
.
I 

/
 

~ 

‘
 

- 

:

賀
县
厳
制
の#
化
は
、
：：
"更
に
：输
入
部
面.：ょ

ゎ

ぶ

綺

聯

：
に

臉

追

が

加

へ

：
：ふ

れ

*
事̂

と

な

：
つ

を

。
：
綿

花

は

主

耍

輸

入

品

：で

あ

み

；

V

片

貿

易 

f

,
の
爲
め
め
綿
花
輸
腿

*:

綿
花
分
散
買
伸
等
の
：必
要
か
ら
、
：綿
花
輸
入
親
制
の
强
化
は
必
辕
で
あ
る
。
：
然
る
に
循
来
輸
出
組
合 

法
；の
：み
實#
さ
；̂
、
；
輸
>
<
^
組

合

法

が

存

在

，せ
ネ
：

*此
處
.に
日
本
綿
花
同
業
會
は
灘
本
聯
*
提̂

越

し

：ポ

輸

人

：組

合

給

成

：

^
圖

る

；に
：
軍
ウ
た
ヵ
： 

而
し
で
輸
入
姐
食
の
ま
定
'は

糾

聯

に

ふ

，ね

：
て
：原

料

ま

配

權

を

脅

か

さ

れ

る

#
で

ネ

义&

聯

を

に
®
し
：

K

抗

淨

を

|
i

始4

や

。

V

前
述
っ 

せ
，
を
，如

く

：我

黑

於

る

i

品
が
安
償
な
る
キ
因
は
、
へ
錦
花
買
付
の
妙
味
と
：混
綿
枝
術

0
優
秀
m
求
め
ら
れ
る
。
：黄
つ
て
綿
花
輸
入
、 

の
統
制
が
實
服
さ
れ

〜

ポ

：

i,:

各s
a

花
の
#
牺
、
.鶴
給
、
：
及

が

季

節◎
生
：

S'

ま
變s

i
i

德
じ
た
有
利
なS
付
.を
ふ
事
が
不
可 

y

:

，生
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i

s

t
と
：ぶ
る
：一
‘：
か

べ

て

叙

，！

^
會
w
は
輸
入
商0
ま
w
下
：に
高
償
な
氣
織
タ
獲
得
お
余
儀
が
：ベ
せ

qじ
^

:
の
成
立
に§

し
、
綿

花
f

s

付
を
積
極
的
に.

i
じ
た
0ン
^
^ ̂

- 

V
. 

.
, 

- 

.

. 

V 

.
;
,

p
精
勢
は
.歡
入
ポ
旧
；̂化
を
猛
★
。必
要
な
ハ
ら
ひ
め>
,昨
年

貧

ぶ

鶴

合

法0
成
突
に
，镑

ク

せ

、
プ
^
^
^

成
立
か

：法
制

化
.-:̂

た
。
て

を

て

絲

聯.は
.綿H

職
ド
輸
出
姐
合
の/み
な
ら
す
、
輸
入
：組
合
に
依
を
膨
迫
を
も
受
け
る
だ

^

'一べ.i

,‘
：
.
.
，
，

ぃ
.3
^
 ̂

,

.

.

.

.：

.

.

-
 

.：

料

上

述

：
ぺ

來

つ

た

如

く

f

举

に

於

け

る

親

制
.强

化

は

幾

多.；の
®
機

を
®
て

令

日

に

，至
.ク
f

る
6
.
而

し

て

を

れ
 

織

布

部W
 

部

門

等

：
に
：
關

a

 VJ

個
別
的
；

g

統
^
^

;
i
:間
の
.利
S

.
調
f

 :j
K
4
:
i

を
i

か

ま

か

ら

.やf
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然

る

に

支

那

事

變

勃

發

以

後

、
.
戦

時

體

制

：i

f

灘
ゆ
る
國
民
輕
濟
活
動
の
動
i

行
は
れ
お

，.た
：の
で
あ'
力
ニ
.：
：，

レ
.
.
；
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シ
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各
國
の
f

i

x
 
f
 

.5̂
1:11H

年
以
降
の.我
：，ギ

輸

出

貿

邊

進

も

漸

次

S
:
J
、
，.

ぐ
i

六
：年

：に.は
七
千
七
：ホ
萬
圓
の
，入

g
g

と 

.な
り

質

慕§,

前
途
は
：樂
觀
を
許
さ
な
い
や
ぅ
‘に
な
つ
た
。
即
ち
準
戰
時
體
制
下
の
軍

®
^

の
激
fm

し

ま

ら

で

ぁ：

‘

る
0
:
而
し
て
此S

際

業

の
si

力
S.

し
な
け
れ
Ml

な 

.事
變

以

後

急

梢

言

軍

事

費

が

赤

字

財

政

を

生

み

.、
公
債
發
行
の
結
果
は‘國
內
イ
シ
：フ
：レ 

の
公
債
政
策
の
破
線
を.防
ぎ
、
：
悪

性5

ス
，レ.
.
.

：
‘シ，®

シ
ペ
^
^
^

，を
必
要.と
す
る
0
.

か
べ
し
て
產
金
法
案
、
金
準
傭
評
償
法
、
金
資
金
特

§

計
法
案
等
.一
聯

，
の

金

；政

策

と

爲

替

管

理

，

Q

强

化

が

行

は

.，ス

國
際
牧
支
の..適
合
、
爲
替
相
場
の
對
英

I

シ
ル11

ぺ
ン
ス
維
持
を
目
標
に
爲
替
部
面
ょ
り
す

>0

貿
换
統
制
の
强
化
と
な
っ
.た
の
で
あ
る
。

然
る
に
支
那
事
變

勃
®
;

に
依
ね
.客
觀
的
情
勢
は
更.：に
進
ん
だ
、.今
や
，國
民
經
ゆ
を
；直
接
的
：に
載
敛
目
的
の
爲
め
に
編
成
替
を
し
な
け
、
 

れ
ぱ
な
ら
な
く
な
：っ
た
Q
即
ち
國
s

i
の
.全
！̂
的

絲

制

が

必

要

と

を

り

：
，そ

わ

：産

業

の

：

.多
く
が
海
外
に
依
存
し
て
：る
我
國
に
资
て
は
、 

そ
の
：際M
あ
統
制
も
来
重
要
な
殺
割
を
占
め
る
も

P
で
あ
る
。
：
此
の
贊
品
統
#
强
化
ホ
必
：要
は
、
右
に
述
：ベ
た
爲
替
の
統
制
と
共
に
直 

接
的
に
貿
慕
商
品
を
統
制
す
る
制
度
を
確
せ
し
め
た
。
即
あ
：輸
出
入
品
等
に
關
す
る
，臨
時
游
置
に
關
す
る
法
案
が
之
で
あ
る
。
更
に 

右
の
法
案
に
基‘いH

臨
時
法
m
み
許
可
規
則
が
公̂
さ
れ
、

V

品
.目
を
指
走
ム
て
ブ
種
の

'貿

易

許

可

制

が

實

施

ま.

f

に

至

っ

：た

。： 

而
し
て
貿
は
流
：通
部
面
の
問
題
で
あ
る
が
、

‘：流
通
は
生
産
並
び
に
消
費
と
切
離
し
：て
存
す
る
も
の
で
は
な
い

0
貿
：
部
ザ
に
：於 

け
る
：統制
が
賊

化
さ
れ
るP
み
で
於

っ

て

、生

産

並

が

：
に
：消

費

部

面

に

，於

け

る

統

P

が
行
ゆ
れ
；
^
.レ
：
な

ら

ば"其
處
に
混
亂
が
生
れ

…

 

從
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